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 カイヤドリウミグモ（以下ウミグモ）は 2007 年に東京湾において大量発生し、アサリの大量

斃死がみられた。斃死貝あるいは瀕死の二枚貝が、本来生息しているはずの砂中ではなく底土

表面で観察されたが、その機構については不明である。そこで、室内実験で人為的にウミグモ

を寄生させてアサリを飼育したところ、寄生がない場合に比べて潜砂しないアサリが有意に増

加したことから、寄生によって潜砂状態に変化が生ずることが示唆された。松川浦で採集した

3つの潜砂状態のアサリ（完全潜砂、殻の一部が表面に出ている部分潜砂、非潜砂）について、

ウミグモの寄生率、アサリの肥満度、再潜砂の有無を調べた。非潜砂群および部分潜砂群では、

完全潜砂群に比べて軟体部重量が 30％低く、閉滑力が 60％弱かった。ウミグモの寄生率および

寄生数は非潜砂群と部分潜砂群において完全潜砂群よりも有意に高く、再潜砂深度は完全潜砂

群より浅かった。さらに、非潜砂群および部分潜砂群のアサリでは、約 30％が 30 日以内に斃

死したが、完全潜砂群では斃死はみられなかった。以上の結果から、ウミグモが寄生すること

によってアサリの潜砂深度や肥満度が低下し、最終的に非潜砂の状態となって砂の上での斃死

につながることが示唆された。 
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